
平成２７年度事業報告書 

 

 

自 平成２７年 ４月 １日 

至 平成２８年 ３月３１日 

 

本会が当地域の福祉ニーズに応え、介護を要する高齢者などが住み慣れた地域で在宅生活を維持できるよう、介護

保険サービスを「地域福祉を推進するための中心的な活動」と位置づけ提供を始めてから１６年（事業参入：平成１

２年４月）が経過し、自治体からの補助金や事業受託金を基にした経営財源は、介護保険などの制度事業による収入

へと大きく移り変わりました。 

この間、社会情勢は大きく変わり続け、江差町でも人口の流出や少子高齢化が急速に進行し、高齢の独居・夫婦世

帯や認知症高齢者の増加、世帯規模の縮小、地域の相互扶助機能の低下が顕著になり、同時に公共交通機関の縮小や

小売商店等の減少なども顕著になりました。 

本年度は、団塊の世代が７５歳以上となる平成３７（２０２５）年に向けた「地域包括ケアシステム」構築の取り

組みが国をあげて始まり、介護保険は制度、報酬が大きく改定され、本会の介護保険を中心とした経営は、平成２２

年度から平成２４年度までの３年続いた赤字決算を平成２５年度に一度歯止めを掛けることが出来ましたが、本年度

は平成２６年度に引き続き大きな赤字決算となりました。 

介護保険制度の大きな改定や利用者の在宅から施設への住み替え、他事業所への利用者の分散等、厳しい経営環境

におかれ続け、介護保険事業を「地域福祉を推進するための中心的な活動」と位置づけ活動を続けている本会は、今

後の活動の方向と経営財源の確保について検討する必要に迫られております。 

 

 

１．会務報告 

 （１）評議員会 

第７９回評議員会（平成２６年度事業報告・収支決算報告） 

平成２７年 ５月２３日  江差町老人福祉センター 

第８０回評議員会（平成２８年度事業計画・収支予算） 

平成２８年 ３月２６日  江差町老人福祉センター 

 （２）理事会 

第１回 平成２７年 ４月２２日  江差町老人福祉センター 

第２回 平成２７年 ５月２１日  江差町老人福祉センター 

第３回 平成２８年 ２月１０日  江差町老人福祉センター 

第４回 平成２８年 ３月２３日  江差町老人福祉センター 

 （３）監事会 

第１回 平成２７年 ５月 ７日  江差町老人福祉センター 

第２回 平成２７年 ９月１６日  江差町老人福祉センター 

第３回 平成２７年１２月１５日  江差町老人福祉センター 

第４回 平成２８年 ３月１６日  江差町老人福祉センター 

 （４）役員協議会 

     第１回 平成２８年 ３月 ４日  江差町老人福祉センター 

 

 

２．介護保険・障がい者自立支援事業所の活動 

    介護保険制度事業所を３事業３事業所［居宅介護支援事業（えさし社協居宅介護支援事業所）・訪問介護事業

（えさし社協ヘルパーステーション）・通所介護事業（えさし社協デイサービス「まるやま」）］、障がい者自立

支援事業所を１事業１事業所（訪問介護事業所併設）とし、介護認定者、障がい者への在宅サービスを提供し

てまいりました。 

   サービスを提供するにあたっては、地域福祉を推進する立場を堅守し、いたずらに営利を追及するのではな

く、地域に根ざした社協としてこれまで培ってきた経験を生かし、利用者の「在宅で自立した生活を続けたい」

との気持ちを大切に、事業所間の連携を密にしたサービスの提供に努めておりますが、江差町内には施設サー



ビスや在宅サービスを提供する介護保険事業所が多く、利用者が分散する傾向が顕著となり、更に、認定を受

けると施設入所を希望する利用者も多いことや制度や報酬の改定により極めて厳しい経営環境に置かれ続け

ています。また、非常勤（パート）職員の確保についても難しく、募集（ハローワーク、新聞折り込みチラシ）

を出しても全く問合せがなかったり、問合せだけで就業に結びつかない状況が続いています。 

     

 （１）居宅介護支援事業所 えさし社協居宅介護支援事業所    ケアマネジャー３名 

車輌３台（普通車２台・軽自動車１台） 

     利用者の福祉ニーズの把握、地域、行政、医療機関、各サービス提供事業所などと連携を図りながら、個

別の生活支援サービス体制を図るため、ご本人の意思を尊重した介護計画（ケアプラン）を作成しながら、

ご本人やそのご家族に対し情報の提供や相談にも迅速に対応し、また、要支援認定者の予防介護計画作成に

積極的に取り組んでまいりました。      

      

要介護度別利用者数の推移                        （単位：人） 

要介護度別 平成２５年度末 平成２６年度末 平成２７年度末 

要 支 援 １６ 14.2% ２０ 21.7% ２６ 26.0% 

要 介 護 １ ４１ 36.6% ２６ 28.3% ３２ 32.0% 

要 介 護 ２  ２７ 24.1% ２５ 27.2% １９ 19.0% 

要 介 護 ３  １７ 15.2% １０ 10.9% １４ 14.0% 

要 介 護 ４  ６ 5.4% ８ 8.7% ６ 6.0% 

要 介 護 ５  ５ 4.5% ３ 3.2% ３ 3.0% 

合 計 １１２ 100.0% ９２ 100.0% １００ 100.0% 

 

要介護度別サービス提供回数の推移                            （単位：回） 

要介護度別 
平成２６年度 平成２７年度 平成２７年度－平成２６年度 

延回数 月平均回数 延回数 月平均回数 延回数 月平均回数 

要 支 援 ２１６ １８．０ ３０１ ２５．１ ８５ ７．１ 

要 介 護 １ ３９２ ３２．７ ３５０ ２９．２ △４２ △３．５ 

要 介 護 ２  ２９５ ２４．６ ２５２ ２１．０ △４３ △３．６ 

要 介 護 ３  １６１ １３．４ １４５ １２．１ △１６ △１．３ 

要 介 護 ４  ９２ ７．７ ８９ ７．４ △３ △０．３ 

要 介 護 ５  ６３ ５．２ ３５ ２．９ △２８ △２．３ 

合 計 １，２１９ １０１．６ １，１７２ ９７．７ △４７ △３．９ 

 

 （２）訪問介護事業所・障がい者居宅介護事業所   えさし社協ヘルパーステーション ヘルパー９名   

車輌８台（ワゴン車１台・軽自動車５台・普通車２台） 

訪問介護事業所では、２つの制度事業を担い、長年培ってきたノウハウを活かしながら営利を追求するだけ

の過剰なサービスの提供を控え、行政、医療機関、各サービス提供事業所などと連携しながら、在宅で自立し

た生活を送るためのサービスの充実を図りながら提供に努めてまいりました。 

本年度は、要支援認定者が微増となりましたが、介護認定者へのサービスが大幅に減減し、更に、障がい者

居宅介護事業所のサービス提供数も減となっています。 

 

介護保険制度・障がい者自立支援制度・その他事業認定者別利用者数の推移  （単位：人） 

要介護度別 平成２５年度末 平成２６年度末 平成２７年度末 

要 支 援 １０ 20.0% １０ 25.0% １３ 31.7% 

要 介 護 １ １７ 34.0% １３ 32.5% １２ 29.3% 

要 介 護 ２  １１ 22.0% １１ 27.5% ６ 14.6% 

要 介 護 ３  ７ 14.0% １ 2.5% ５ 12.2% 

要 介 護 ４  ２ 4.0% ３ 7.5% ３ 7.3% 

要 介 護 ５  ３ 6.0% ２ 5.0% ２ 4.9% 



合 計 ５０ 100.0% ４０ 100.0% ４１ 100.0% 

障がい者居宅介護 ６ - ４ - ３ - 

自立認定者訪問介護 - - - - １ - 

総    計 ５６ - ４４ - ４５ - 

 

介護保険制度・障がい者自立支援制度・その他事業認定者別サービス提供回数の推移      （単位：回） 

要介護度別 
平成２６年度 平成２７年度 平成２７年度－平成２６年度 

延回数 月平均回数 延回数 月平均回数 延回数 月平均回数 

要 支 援 ８７９ ７３．２ ９２５ ７７．１ ４６ ３．９ 

要 介 護 １ １，４４６ １２０．５ １，７２５ １４３．７ ２７９ ２３．２ 

要 介 護 ２  ２，７０７ ２２５．６ １，５６８ １３０．７ △１，１３９ △９４．９ 

要 介 護 ３  １，４４５ １２０．４ ４１６ ３４．７ △１，０２９ △８５．７ 

要 介 護 ４  ７６８ ６４．０ ３５８ ２９．８ △４１０ △３４．２ 

要 介 護 ５  １９５ １６．３ １６３ １３．６ △３２ △２．７ 

合 計 ７，４４０ ６２０．０ ５，１５５ ４２９．６ △２，２８５ △１９０．４ 

障がい者居宅介護 ４７５ ３９．６ ２４０ ２０．０ △２３５ △１９．６ 

自立認定者訪問介護 - - ３４ ２．８ ３４ ２．８ 

総 計 ７，９１５ ６５９．６ ５，４２９ ４５２．４ △２，４８６ △２０７．２ 

 

介護保険事業サービス種類別提供回数の推移                       （単位：回） 

サービス種類別 
平成２６年度 平成２７年度 平成２７年度－平成２６年度 

延回数 月平均回数 延回数 月平均回数 延回数 月平均回数 

身 体 介 護 １，１５９ ９６．６ ９２０ ７６．７ △２３９ △１９．９ 

生 活 援 助 ３，２６３ ２７１．９ ２，２１２ １８４．３ △１，０５１ △８７．６ 

身 体 ・ 生 活  １，５０２ １２５．２ ７４２ ６１．８ △７６０ △６３．４ 

通院等乗降介助 ６３７ ５３．１ ３５６ ２９．７ △２８１ △２３．４ 

予 防 介 護 ８７９ ７３．２ ９２５ ７７．１ ４６ ３．９ 

合 計 ７，４４０ ６２０．０ ５，１５５ ４２９．６ △２，２８５ △１９０．４ 

      

障がい者自立支援サービス種類別提供回数の推移                      （単位：回） 

要介護度別 
平成２６年度 平成２７年度 平成２６年度－平成２５年度 

延回数 月平均回数 延回数 月平均回数 延回数 月平均回数 

身 体 介 護 ２３９ １９．９ １２７ １０．６ △１１２ △９．３ 

通院介助(身体介護伴う） ４５ ３．８ ５１ ４．２ ６ ０．４ 

家 事 援 助 １９１ １５．９ ６２ ５．２ △１２９ △１０．７ 

合 計 ４７５ ３９．６ ２４０ ２０．０ △２３５ △１９．６ 

 

（３）通所介護事業所   えさし社協デイサービス「まるやま」 在宅型総合福祉施設「まるやま」内開設 

                利用定員 ３５名  小型バス１台（リフト付） ワゴン車３台（リフト付） 

     デイサービス利用者のみならず、同居介護者の負担軽減も考え合わせながら過剰なサービスを避け、利用

者の自立する意欲を奪うことのないよう配慮しながらサービスの提供に努めてまいりました。      

本事業では、体調などにより突発的に休まれる利用者、介護者の負担軽減のための短期施設入所（ショー

トステイ）の利用も多く、安定した利用者確保が大きな課題となると同時に、本年度は大きな影響を受けま

せんでしたが、インフルエンザやノロ・ロタ等の感染性胃腸炎によりサービス利用が大きく減少することが

あることから、感染力の強い疾病への対応強化を求められ続けています。 

また、他事業所のデイサービスに利用者が分散する傾向が顕著となり、利用者並びにサービス提供回数に

大幅な減少傾向がみえることから、施設や設備の利用方法見直しによる更なる経費の削減や事業展開につい

ての検討が必要となっております。 

 



要介護度別利用者数の推移                          （単位：人） 

要介護度別 平成２５年度末 平成２６年度末 平成２７年度末 

要 支 援 １１ 11.2% １４ 18.0% ２６ 29.9% 

要 介 護 １ ３２ 32.7% ２０ 25.6% ３１ 35.6% 

要 介 護 ２  ３３ 33.7% ２６ 33.3% １８ 20.7% 

要 介 護 ３  １６ 16.3% １１ 14.1% ９ 10.3% 

要 介 護 ４  ４ 4.1% ５ 6.4% ２ 2.3% 

要 介 護 ５  ２ 2.0% ２ 2.6% １ 1.2% 

合 計 ９８ 100.0% ７８ 100.0% ８７ 100.0% 

      

要介護度別サービス提供回数の推移                           （単位：回） 

要介護度別 
平成２６年度 平成２７年度 平成２７年度－平成２６年度 

延回数 月平均回数 延回数 月平均回数 延回数 月平均回数 

要 支 援 ５１５ ４２．９ １，２８８ １０７．３ ７７３ ６４．４ 

要 介 護 １ ２，２８１ １９０．０ ２，８６４ ２３８．７ ５８３ ４８．７ 

要 介 護 ２  ２，４５４ ２０４．５ １，８５４ １５４．５ △６００ △５０．０ 

要 介 護 ３  １，３１５ １０９．６ １，２２８ １０２．３ △８７ △７．３ 

要 介 護 ４  ６０１ ５０．１ ３０４ ２５．４ △２９７ △２４．７ 

要 介 護 ５  ２６０ ２１．７ １７８ １４．８ △８２ △６．９ 

合 計 ７，４２６ ６１８．８ ７，７１６ ６４３．０ ２９０ ２４．２ 

 

 

３．福祉移送サービス（通院等外出支援） 

    介護認定者や障がいを抱える方の通院。身体の状態により自宅のお風呂を利用できない方のための施設（在

宅型総合福祉施設「まるやま」・老人福祉センター）特殊浴槽を利用しての入浴のための送迎等について、車椅

子をご利用の方や認知症、障がい等により行動が困難な方々を中心にサービスに務めました。 

       平成２７年度移送実績（福祉有償運送）                    （単位：回） 

移 送 内 容 平成２６年度 平成２７年度 平成２７年度－平成２６年度 

病院受診のための移送 ６８９ ５４２ △１４７ 

 施設を利用しての入浴のための移送  ３２９ ４２３ ９４ 

 入退院のための移送 ― ― ― 

転院のための移送 ― ― ― 

その他（買い物等のための移送） １ １ ０ 

   合          計 １，０１９ ９６６ △５３ 

 

 

 ４．福祉・ボランティア団体等への活動支援 

    町内で様々な活動を続ける福祉・ボランティア団体の活性化を図ることを目的に、指定団体への運営費につ

いて助成し支援いたしました。 

       計 画  ６団体 江差町遺族会、江差町身体障がい者福祉協会、江差地区保護司会江差支部、江差

町子どもと父母の会連合会、江差手話の会、育児サポートサークル「キティ」 

            助成額 １団体２万円以内  総額１２万円以内 

       実 績  上記６団体 

            助成額 １団体２万円 総額１２万円 

助 成 団 体 名 活 動 の 目 的 

江差町身体障がい者福祉協会 身体障がい者の福祉向上を目指す当事者団体活動 

江差町遺族会 戦没遺族の会 

江差町子どもと父母の会連合会 町内の子ども会活動の連携と親睦、連絡調整 

育児サポートサークル「キティ」 子育て中の親子の支援と孤立防止 



江差地区保護司会江差支部 犯罪者更正の援助 

江差手話の会 手話の普及 

       財 源  愛情銀行：４万円 共同募金配分金：８万円 

 

 

 ５．学校教育ボランティア活動等への支援 

    学校教育の場で行われるボランティア活動や地域とのふれあい活動に対し助成を行うことで支援しましたが、

申請は１校となっております。 

計 画  対象学校数  小学校３校、中学校２校、高校１校、高等看護学院１校  計７校 

     助 成 額  １校２万円以内、総額８万円以内（４校以内） 

実 績  助 成 額  １校に対し各２万円、総額２万円 

助 成 学 校 名 活 動 の 目 的 

江差高等看護学院 

ボランティアクラブ活動費への補填 

・福祉施設慰問 

・道立江差病院ロビーでのハンドベル演奏等 

       財 源  共同募金配分金  ２万円 

 

 

６．ふれあいいきいきサロン推進事業 

    独自財源により活動を継続する「かあちゃん食堂たまりば」（愛宕町）について、江差町内でのふれあいいき

きサロンのモデルとして運営費支援を図りました。 

計 画  助 成 額  ５万円  

実 績  助 成  ５万円 

財 源  愛情銀行  ５万円 

 

 

７．福祉サービス利用者の権利擁護 

 （１）苦情解決窓口の設置について 

     本会の行う在宅福祉サービス事業（介護保険・障がい者自立支援事業など）に係る利用者の苦情に適切に

対応し、利用者の権利を守り、満足度を高めるため、第三者委員２名、苦情解決責任者１名、苦情受付担当

者２名を選任し苦情に速やかに対応する体制を整えております。 

     平成２７年度はサービス利用者やその家族から事業所に対する苦情申立てはありませんでしたが、利用者

の内包する日常的なサービス内容等についての不満があると推測できることから、事業者として更なる利用

者へのサービス内容の説明や職員体制、設備整備が求められております。今後も利用者の内包する問題を早

期に把握し解決するよう努めてまいります。 

 

 （２）地域権利擁護事業・成年後見制度の周知について 

① 日常生活自立支援事業  道社協事業 北海道社会福祉協議会 道南地区地域福祉生活支援センター 

（北海道社会福祉協議会桧山地区事務所内）   

利用者は徐々に増えつつあり、事業が地域に周知されつつあると考えられることから生活支援

員の増員が望まれ、社協として適任者の推薦を求められております。 

平成２７年度利用者数       １２名  

平成２７年度末「生活支援員」登録者１３名（うち実稼働９名） 

           利用者の内訳  認知症高齢者 ８名、知的障がい者 ２名、精神障がい者 ２名 

 

     ② 成年後見制度 

          所管が家庭裁判所となることから利用について把握できませんが、引続き周知に努めてまいり

ますと同時に、平成２６年度に北海道（檜山振興局）と江差町、上ノ国町、厚沢部町、乙部町の

４町が合同で市民後見人養成講座が開催され、平成２７年度にはフォローアップ研修が行われて

おりますが、日常生活自立支援事業との併用や移行も今後の課題としてあり、また、実施機関設

置等の課題もあることから、引き続き関係町村、社協との連携を深めてまいります。 



８．福祉情報の提供と相談    

  （１）情報の提供 

     広報誌「福祉だより」をはじめ、福祉関係事業の案内、学校に対しての情報提供等に努めてまいりました。 

① 福祉だより     年３回発行               江差町広報紙折り込み 

② 学校への情報提供  赤い羽根共同募金活動チラシ・ポスター 

 

（２）心配ごと相談 

     日常的に介護保険事業などの制度事業に関することや生活応急資金などの制度資金に関する相談があり職

員が対応してまいりました。 

        相談件数 介護保険事業等に関すること（日常的にあるため件数は把握していない） 

             経済的な相談に関すること １０件（内、生活応急資金９件、生活福祉資金１件） 

 

 

９．江差町愛情銀行（在宅福祉基金）・共同募金活動の推進 

    町民皆様より愛情銀行や共同募金活動について金品の協力を頂きました。 

また、この一部を財源として生活応急資金の貸付を行ないました。 

  （１）江差町愛情銀行 

      本年度預託金     ９０，８８１円・・・・・・・・・①  

内、指定預託              ０円 

内、一般預託         ９０，８８１円（ ６件） 

      本年度払出金    ２００，１０２円・・・・・・・・・・・②  

        内、災害義援金        １０，０００円（ １件）ネパール地震災害 

内、社協助成事業       ９０，０００円（ ３件）ふれあいいきいきサロン推進事業等 

内、弔意ローソク購入     １９，２８８円（ ２件）１００個、仏のし紙等 

内、歳末たすけあい托鉢関係  ２１，６５４円（ ２件）広報用チラシ、バス借り上げ 

内、エコキャップ関係     ４３，９６０円（ ８件）配送用袋購入、送料等 

内、使用済切手関係       １，１６０円（ １件）送料 

内、その他          １４，０４０円（ １件）愛情銀行領収書 

      預金利息            ３７１円 ・・・・・・・・・③ 

      前年度繰越金    １，６２３，６９９円 ・・・・・・・・・④ 

      生活応急資金貸付    ２３６，０００円 ・・・・・・・・・⑤ 

      生活応急資金償還    ２１３，０００円 ・・・・・・・・・⑥ 

      翌年度繰越金  １，４９１，８４９円 （④＋①＋③－②－⑤＋⑥） 

 

      預託物品  本年度預託 使用済み切手、リングプル、エコキャップ、リサイクル用衣料等１０２件 

（１物品に付き１件の換算） 

            本年度払出 同上１０２件 

 

  （２）江差町愛情銀行（在宅福祉基金） 曹洞宗第４教区青年会 歳末托鉢による預託 

      本年度預託金    ３２５，２１８円・・・・・・・① 

      本年度払出金  ２，３００，０００円・・・・・・・② 移送車両（レジアスエース）購入一部 

      預金利息          ４０３円・・・・・・・③ 

      前年度繰越金  ２，７１１，５６０円・・・・・・・④  

      翌年度繰越金    ７３７，１８１円（④＋①＋③－②） 

 

（３）共同募金活動 

    運 動 期 間 平成２７年１０月１日～平成２７年１２月３１日  

    街 頭 募 金 １回・・・９月２７日 ３７回江差町産業祭り（開陽丸青少年センター） 

    広    報 福祉だより、ポスター掲示 

    募 金 総 額 ９５３，１８０円（平成２６年度実績：９９３，０３８円） 

前年度比  △３９，８５８円 ： ９６．０％ 



      募金活動方法別内訳            

戸 別 募 金  訪  問    ５４９，７０５円（１，０６９世帯） 

             町 内 会    １４４，２２０円（７町内会：８７２世帯） 

法 人 募 金   ６１件     ７３，０００円 

街 頭 募 金    １件     １７，０１５円 

学 校 募 金    ７校     ５９，１５９円 

職 域 募 金   ２２件     ５３，２４１円 

募金箱設置協力店・団体   ６３件     ５６，４４０円 

 そ の 他              ４００円（協賛ﾌﾟﾛｽﾎﾟｰﾂｸﾞｯｽﾞ寄付） 

 

 

１０．生活応急資金・生活福祉資金等の貸付        

 （１）生活応急資金 

     本会独自の貸付制度として、江差町に居住し、独立の生計を営み、他から資金融資を受けることが困難で、

緊急な出費により生活困窮に陥る恐れのある生活保護世帯や生活保護申請世帯に対し、費用受給までの生活

を維持するための資金として貸付を行いました。 

       平成２７年度貸付  件数 ８件  貸付総額 ２３６，０００円 

       財      源  本会「愛情銀行」 

 

（２）生活福祉資金（北海道社会福祉協議会事業） 

厚生労働省の要綱に基づき他の貸付制度が利用できない低所得者や障がい者・高齢者世帯の経済的と自立

と生活の安定を目指すための貸付制度として、本会では道社協より事務委託を受けその窓口として相談や申

込について協力しております。 

本年度は相談が１件ありましたが取り扱いはありませんでした。 

     

（３）特別生活資金（冬期生活資金：北海道社会福祉協議会事業）  

    福祉年金等を受給する高齢者や障がい者などの福祉向上を図るため、冬期の燃料費を確保する資金を必要

とする世帯に対しての道社協の貸付制度の窓口として相談や申込について協力してまいりましたが、本年度

の取り扱いはありませんでした。   

 

 

１１．各種団体の活動 

     江差町町内会連合会、江差町老人クラブ連合会、江差町高齢者事業団の３団体について、専任職員１名を

中心に事務・活動支援を図りました。 

 

 

１２．社協の基盤整備 

（１）賛助会員・賛助会費     

     地域福祉推進の財源として各助成事業や情報提供に活用している賛助会費について、協力員体制がままな

らないことから地域内でも訪問出来ないところが増え、不公平感や不信感などがあることから戸別に訪問し

ての集金は行わないこととし、広報紙による広報活動を行いましたが、地域からの理解を得られたとは言い

難いものとなっています。 

 

 

      

 

 

  

 

 

 

賛助会員・賛助会費の推移 

年 度 
賛 助 会 員  賛 助 会 費 

会 員 数 前年度比 会 費 額  前 年 度 比  

平成２７年度 １８件 １２件  ３９，０００円 ２４，０００ 

平成２６年度     ６件 △８件 １５，０００円 △１７，０００円 

平成２５年度    １４件 △２件 ３２，０００円 △１１，０００円 

平成２４年度    １６件   ― ４３，０００円     ― 

平成１１年度 １，２８７件   ― １，６１５，５００円     ― 



（２）設備整備 

     介護保険事業所の収入をもって、事業活動が滞ることのないよう、設備整備・車両修繕等に努めました。 

 

 

１３．役職員研修並びに会議への参加 

    本会活動の推進ため役職員の研修を進めてまいりました。また、ここに記載する以外にも各種関係会議・研

修会等への出席に努めました。     

     ① 平成２７年度檜山管内社協会長・事務局長会議３回  役職員２名  江差町（３回） 

平成２７年 ５月、平成２７年１２月、平成２８年 ３月 

     ② 平成２７年度全道市町村社協会長・事務局長会議  役職員 ２名  札幌市  平成２７年 ６月 

     ③ 平成２７年度全道市町村社協会長会総会       役員 １名  札幌市  平成２７年 ６月 

     ④ 平成２７年度「安心・安全・福祉のまちづくり」渡島・檜山地区推進セミナー   

                               役職員 ２名  北斗市  平成２７年 ６月 

     ⑤ 生活支援コーディネーターと協議体に係る研修会   職員 １名  函館市  平成２７年 ６月 

     ⑥ 平成２７年度ホームヘルプサービス研究大会     職員 ２名  札幌市  平成２７年 ７月 

     ⑦ 第６５回北海道社会福祉大会            役員 １名  札幌市  平成２７年 ８月 

     ⑧ 平成２７年度移送サービス運転協力者講習会     職員 ３名  函館市  平成２７年 ９月 

     ⑨ マイナンバー対策セミナー             職員 １名  函館市  平成２７年 ９月 

     ⑩ 平成２７年度生活支援員研修会           職員 １名  江差町  平成２７年 ９月 

     ⑪ 平成２７年度北海道介護支援専門員更新研修     職員 １名  札幌市  平成２７年１０月 

     ⑫ 平成２７年度ヘルパー協渡島・檜山地区連絡協議会資質向上研修会 

                                職員 ３名  北斗市  平成２７年１０月 

     ⑬ 平成２７年度檜山地区「地域に理解され、支持される社協づくり」研修会 

                               役職員１０名  江差町  平成２７年１０月 

     ⑭ 平成２７年度全道ホームヘルプサービススキルアップ研修 

                                職員 ２名  札幌市  平成２７年１０月 

     ⑮ 視覚障がい者同行援護従事者養成研修        職員 ２名  江差町  平成２７年１０月 

     ⑯ 檜山管内ボランティア活動研究集会        役職員 ５名 上ノ国町  平成２７年１０月 

     ⑰ 安全運転管理者等法定講習             職員 １名  函館市  平成２７年１１月 

     ⑱ 平成２７年度北海道障がい者虐待防止・権利擁護研修 職員 １名  札幌市  平成２７年１２月 

 

 

１４．その他 

 （１）福祉機器・テントの貸し出し 

     車イス・介護用ベッドを一時的に必要になった方に貸し出してまいりました。また、共同募金配分金を受

けながら整備した行事用テントを江差町、商工会、団体等に貸し出してまいりました。 

 

 （２）弔意ローソクの配布 

     江差町民で亡くなられた方への弔意を表すため、江差町役場窓口に置き配布していただきました。 

 

 （３）収集活動の推進 

     使用済切手やリングプル等の収集について周知を図り、関係団体の協力に努めました。       

 回 収 品 目 協 力 先 団 体 名 

使用済切手 社団法人日本キリスト教海外医療協力会 発展途上国への医療協力 

リングプル かあちゃん食堂たまりば 福祉団体等への車イス寄贈 

リサイクル用衣料品等 NPO法人南部檜山あゆみ共同作業所 ウエス加工 

エコキャップ NPO法人エコキャップ推進協会 世界の子供へワクチン寄贈 

ベルマーク 江差小学校・南が丘小学校 学校備品等整備 

書き損じハガキ 空飛ぶ車イス活動 
発展途上国へリサイクル車イス

の寄贈 

※ 使用済プリペイドカードについては、収集団体が確認できなくなったため中止といたしました。 


